































































































対象者 日本語能力試験 N1（1 級）合格者、またはそれに同等レベル 


















・「アットホームダッド」第 1 話（共働き） 
・「重版出来」第 1 話（就職活動・職場の文化） 
・「ロス・タイム・ライフ」第 1 話（恋愛と仕事） 
・「ロス・タイム・ライフ」第 2 話（家族観） 






























1 つの視聴覚作品につき、1 つのテーマを扱っている。本稿ではこの 1 つのテー
マのまとまりを「ユニット」と呼ぶ。1 つのユニットの授業内の活動の基本的な流
れは表 2 のようになっている。1 コマは 90 分で、作品の長さによって異なるが、基





 2) 振り返りシートの配布と目標の記入 


















































字幕なしで視聴覚作品を視聴する。ドラマなど 50 分程度のものは 2 回に区










































り、6）から 9）を何度か繰り返す。ドラマなど 50 分程度のものは２回に分けて視
聴、映画やドキュメンタリーなどは 20 分から 30 分程度で区切り、3 回から 4 回に
分けて視聴している。時間の都合上、ドキュメンタリーなどは一部早送りする場合




















































りシートでは、学習者が各テーマへの理解度と自分自身の取り組みを、1 から 4 の















1 ドラマの内容が理解できた。  
































 期末プロジェクトの全体の流れは、表 4 のようになっている。本コースは 1 週間
に 3 コマのクラスである。1 学期 45 コマのコースであるが、実際は学期によって祝
日の回数などでスケジュールが前後する場合がある。 
 
表 4：期末プロジェクトに関連する活動のスケジュール（1 コマ 90 分） 
コマ 週 活動場所 内容 
1 コマ目 1 週目  授業開始 
24 コマ目 8 週目  中間試験 





30 コマ目 10 週目 課外活動 「発表のテーマとあらすじ」の提出 
33 コマ目 11 週目 課外活動 「質問リスト」の提出 
35 コマ目 12 週目 授業内 日本人学生へのインタビュー 
37～41 コマ目 13 週目 授業内 発表当日＋ピアコメント提出 


















































についてピアコメント用紙に記述する。発表全体としては 20 分から 30 分程度
だが、発表者が話している時間は、ディスカッションの時間を除くと 10 分か
ら 15 分程度である。 
6) まとめの作文 
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